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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第62期

第３四半期連結
累計期間

第63期
第３四半期連結
累計期間

第62期 
第３四半期連結
会計期間

第63期 
第３四半期連結
会計期間

第62期

会計期間

自　平成20年
　　11月１日
至　平成21年
　　７月31日

自　平成21年
　　11月１日
至　平成22年
　　７月31日

自　平成21年 
　　５月１日 
至　平成21年 
　　７月31日

自　平成22年 
　　５月１日 
至　平成22年 
　　７月31日

自　平成20年
　　11月１日
至　平成21年
　　10月31日

売上高 (千円) 53,158,44553,526,90316,491,85516,586,99371,477,231

経常利益 (千円) 1,258,6172,263,091414,556 315,8962,133,137

四半期(当期)純利益 (千円) 559,2251,393,231204,449 218,1751,024,049

純資産額 (千円) ― ― 20,989,67322,191,81121,051,823

総資産額 (千円) ― ― 42,906,14443,624,71943,627,517

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,036.601,102.161,044.89

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 28.74 71.62 10.51 11.22 52.64

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 47.0 49.1 46.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,922,4621,775,434 ― ― 5,416,210

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △919,768△1,114,093 ― ― △1,406,794

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △623,813△720,935 ― ― △2,023,131

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 5,761,6945,236,2865,313,672

従業員数 (名) ― ― 1,041 1,047 1,028

（注）1　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　2　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　3　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年７月31日現在

従業員数(名) 1,047 (1,006)

(注) 1　従業員数は就業人員であります。

2　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年７月31日現在

従業員数(名) 284 (35)

(注) 1　従業員数は就業人員であります。

2　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 金額(千円) 前年同四半期比（％）

食品事業

乳製品・油脂類 2,601,095 127.3

製菓原材料類 1,028,270 133.5

乾果実・缶詰類 2,523,937 93.1

菓子・リテール商品類 2,443,253 98.0

合計 8,596,557 107.2

(注) １　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 金額(千円) 前年同四半期比（％）

食品事業

乳製品・油脂類 3,436,590 124.8

製菓原材料類 2,395,600 96.6

乾果実・缶詰類 2,031,842 104.2

菓子・リテール商品類 39,541 235.5

その他 128,301 191.7

合計 8,031,877 110.5

　
(3) 受注実績

当社および連結子会社は需要見込による生産方式をとっているため、該当事項はありません。
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(4) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 金額(千円) 前年同四半期比（％）

食品事業

乳製品・油脂類 5,886,030 107.5

製菓原材料類 3,336,466 96.7

乾果実・缶詰類 4,923,125 99.1

菓子・リテール商品類 2,321,021 93.8

その他 116,543 97.4

小計 16,583,187 100.6

その他 3,805 98.3

合計 16,586,993 100.6

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において、当社グループ（当社及び当社の関係

会社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間（平成22年５月１日～平成22年７月31日）におけるわが国経済は、景気対

策による経済効果や企業収益の改善など緩やかな回復基調にありましたが、依然として雇用情勢は厳し

く、個人消費の低迷や円高・株安などの経済環境から先行き不透明な状況にありました。

食品業界におきましては、生活防衛による低価格志向や気候変動に伴う影響など、厳しい経営環境に推

移いたしました。

このような状況の中で当社グループは、東京での商品展示会を６年ぶりに開催し、海外のお取引先にも

参加いただくなど、積極的な販売促進活動を推進いたしました。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は165億86百万円（前年同四半期比0.6％増）とな

りましたが、広告宣伝費や販売促進費の増加等もあり、利益面では、営業利益は３億70百万円（前年同四

半期比13.0％減）となり、経常利益は３億15百万円（前年同四半期比23.8％減）、四半期純利益は２億18

百万円（前年同四半期比6.7％増）となりました。

当社グループの品目別の業績は次のとおりであります。

乳製品・油脂類につきましては、原料乳製品が堅調に推移したことから品目別売上高は58億86百万円

（前年同四半期比7.5％増）となりました。

製菓原材料類は、栗製品や和菓子材料など総じて低調に推移したことから、品目別売上高は33億36百万

円（前年同四半期比3.3％減）となりました。

乾果実・缶詰類では、ドライフルーツが伸長したものの、一方で、ナッツ類が前年同期比並に推移し、ま

た、フルーツ加工品が伸び悩んだことから、品目別売上高は49億23百万円（前年同四半期比0.9％減）と

なりました。

菓子・リテール商品類は、チョコレート菓子が気温上昇等の影響もあり、また、その他リテール商品も

販売減となったことから、品目別売上高は23億21百万円（前年同四半期比6.2％減）となりました。
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所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

１　日本

国内における連結売上高は163億10百万円（前年同四半期比0.1％減）、営業利益は５億14百万円（前

年同四半期比20.9％減）となりました。

２　北米

米国における連結売上高は22億82百万円（前年同四半期比12.1％増）、営業利益は42百万円（前年同

四半期は17百万円の損失）となりました。

３　その他の地域

その他の地域における連結売上高は５億67百万円（前年同四半期比11.6％減）、営業利益は８百万円

（前年同四半期は12百万円の損失）となりました。

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ２百万円減少し、436億24百万円と

なりました。増減の内訳は、流動資産の増加１億32百万円、および固定資産の減少１億35百万円です。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ11億42百万円減少し、214億32百万円となりました。増減の内訳

は、流動負債の減少10億51百万円、および固定負債の減少91百万円です。流動負債の減少の主な要因は、支

払手形及び買掛金の減少５億14百万円、および短期借入金の減少４億40百万円です。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ11億39百万円増加し、221億91百万円となりました。

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連

結会計期間末に比べ９億20百万円減少（前年同四半期は54百万円の減少）し52億36百万円となりまし

た。

各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、79百万円（前年同四半期の得られた資金は13億75百万円）となりま

した。これは主に、税金等調整前四半期純利益２億88百万円、減価償却費３億54百万円、売上債権の減少２

億36百万円、法人税等の支払額４億71百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、３億92百万円（前年同四半期の使用した資金は１億95百万円）とな

りました。これは主に、有形固定資産の取得によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、５億58百万円（前年同四半期の使用した資金は12億23百万円）とな

りました。これは主に、短期借入金の減少と配当金の支払によるものです。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はあり

ません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,585,000

計 48,585,000

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年９月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,159,91421,159,914
 東京証券取引所
 市場第二部

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株
式であり、単元株式数は100
株であります。

計 21,159,91421,159,914― ―

(注)平成22年６月14日開催の取締役会決議により定款の一部変更が行われ、単元株式数を1,000株から100株に変

更いたしております。

なお、単元株式数変更の効力発生日は、平成22年９月１日であります。

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年５月１日から
　 平成22年７月31日　　

― 21,159,914 ― 3,379,736 ― 3,042,770

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日である平成22年４月30日の株主名簿により記載を

しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

― ― 普通株式

1,706,000

完全議決権株式(その他)
 普通株式

19,201 ―
19,201,000

単元未満株式
 普通株式

― ―
252,914

発行済株式総数 21,159,914― ―

総株主の議決権 ― 19,201 ―

② 【自己株式等】

　 　 平成22年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
正栄食品工業株式会社

東京都台東区秋葉原５-７ 1,706,000 ― 1,706,000 8.1

計 ― 1,706,000 ― 1,706,000 8.1

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
11月

平成21年
12月

平成22年
１月

平成22年 
２月

平成22年 
３月

平成22年 
４月

平成22年 
５月

平成22年 
６月

平成22年 
７月

最高(円) 450 443 475 491 517 550 510 528 516

最低(円) 421 411 432 459 467 506 446 459 475

(注)　最高・最低株価は東京証券取引所(市場第二部)におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであり

ます。

退任役員
　

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役会長 ― 本多　栄二 平成22年７月24日

（注）死去による退任であります。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年５月１日から平成21年７月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年11月１日から平成21年７月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年５月１日から平成22年７月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年11月１日から平成22年７月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年５月１

日から平成21年７月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年11月１日から平成21年７月31日ま

で)、当第３四半期連結会計期間(平成22年５月１日から平成22年７月31日まで)及び当第３四半期連結累計

期間(平成21年11月１日から平成22年７月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査法人

トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,236,286 5,313,672

受取手形及び売掛金 ※3
 14,102,383

※3
 15,122,484

商品及び製品 7,906,113 7,340,040

仕掛品 433,188 366,410

原材料及び貯蔵品 1,859,156 1,151,796

繰延税金資産 259,954 342,667

その他 501,909 530,980

貸倒引当金 △29,756 △31,228

流動資産合計 30,269,234 30,136,824

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,606,283 4,542,806

機械装置及び運搬具（純額） 3,771,800 3,423,149

工具、器具及び備品（純額） 127,424 149,289

土地 1,766,925 1,798,356

リース資産（純額） 115,417 134,889

建設仮勘定 121,246 505,848

その他（純額） 33,387 36,276

有形固定資産合計 ※1
 10,542,485

※1
 10,590,616

無形固定資産

ソフトウエア 60,610 74,959

その他 126,375 129,798

無形固定資産合計 186,985 204,758

投資その他の資産

投資有価証券 1,522,968 1,597,665

繰延税金資産 128,680 68,059

その他 1,058,838 1,113,543

貸倒引当金 △84,474 △83,949

投資その他の資産合計 2,626,013 2,695,318

固定資産合計 13,355,484 13,490,692

資産合計 43,624,719 43,627,517
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年10月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,126,021 ※3
 8,640,774

短期借入金 9,069,132 9,510,035

1年内返済予定の長期借入金 18,800 33,600

未払法人税等 502,757 374,992

賞与引当金 302,364 544,318

役員賞与引当金 30,675 35,000

その他 2,386,854 2,349,304

流動負債合計 20,436,604 21,488,024

固定負債

長期借入金 － 10,400

退職給付引当金 482,222 447,205

役員退職慰労引当金 313,186 346,794

繰延税金負債 7,853 51,055

その他 193,041 232,214

固定負債合計 996,303 1,087,669

負債合計 21,432,907 22,575,694

純資産の部

株主資本

資本金 3,379,736 3,379,736

資本剰余金 3,042,770 3,042,770

利益剰余金 16,967,064 15,808,453

自己株式 △1,299,430 △1,301,558

株主資本合計 22,090,140 20,929,402

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 101,304 137,495

繰延ヘッジ損益 △97,882 △122,389

為替換算調整勘定 △653,385 △620,490

評価・換算差額等合計 △649,962 △605,383

少数株主持分 751,633 727,804

純資産合計 22,191,811 21,051,823

負債純資産合計 43,624,719 43,627,517
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
　至 平成22年７月31日)

売上高 53,158,445 53,526,903

売上原価 45,969,223 45,292,979

売上総利益 7,189,222 8,233,924

販売費及び一般管理費 ※
 5,853,803

※1
 6,011,564

営業利益 1,335,419 2,222,359

営業外収益

受取利息 1,910 4,335

受取配当金 28,563 29,202

持分法による投資利益 19,507 23,140

受取保険金 15,716 35,668

受取補償金 27,513 －

その他 40,198 72,120

営業外収益合計 133,409 164,466

営業外費用

支払利息 124,994 75,074

為替差損 80,274 45,605

その他 4,942 3,055

営業外費用合計 210,211 123,735

経常利益 1,258,617 2,263,091

特別利益

固定資産売却益 875 45,174

補助金収入 － ※2
 67,974

貸倒引当金戻入額 2,256 1,742

その他 0 －

特別利益合計 3,131 114,890

特別損失

投資有価証券評価損 222 39,315

減損損失 102,151 20,762

固定資産除却損 31,738 77,346

その他 6,893 3,781

特別損失合計 141,005 141,205

税金等調整前四半期純利益 1,120,743 2,236,775

法人税、住民税及び事業税 314,333 816,421

法人税等調整額 190,698 △10,186

法人税等合計 505,031 806,235

少数株主利益 56,486 37,309

四半期純利益 559,225 1,393,231
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年５月１日
　至 平成21年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年７月31日)

売上高 16,491,855 16,586,993

売上原価 14,149,661 14,201,525

売上総利益 2,342,194 2,385,468

販売費及び一般管理費 ※
 1,916,683

※
 2,015,164

営業利益 425,511 370,304

営業外収益

受取利息 633 972

受取配当金 18,315 22,229

持分法による投資利益 5,367 8,146

受取保険金 15,716 －

受取補償金 899 －

その他 7,454 15,460

営業外収益合計 48,387 46,809

営業外費用

支払利息 36,657 23,421

為替差損 21,630 76,740

その他 1,054 1,055

営業外費用合計 59,342 101,217

経常利益 414,556 315,896

特別利益

固定資産売却益 552 －

投資有価証券評価損戻入益 3,625 －

貸倒引当金戻入額 9,696 121

その他 2,398 －

特別利益合計 16,274 121

特別損失

投資有価証券評価損 222 －

固定資産除却損 1,753 26,897

その他 30 944

特別損失合計 2,006 27,842

税金等調整前四半期純利益 428,823 288,175

法人税、住民税及び事業税 73,512 △5,636

法人税等調整額 119,654 61,798

法人税等合計 193,167 56,161

少数株主利益 31,207 13,838

四半期純利益 204,449 218,175
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
　至 平成22年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,120,743 2,236,775

減価償却費 1,031,414 1,059,236

支払利息 124,994 75,074

為替差損益（△は益） 47,188 3,891

引当金の増減額（△は減少） △249,002 △237,096

売上債権の増減額（△は増加） 1,984,930 1,004,595

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,298,547 △1,352,371

仕入債務の増減額（△は減少） △695,238 △503,205

その他の流動資産の増減額（△は増加） 222,635 5,618

その他 256,133 186,448

小計 5,142,346 2,478,967

利息及び配当金の受取額 43,406 47,958

利息の支払額 △123,124 △73,415

法人税等の支払額 △1,140,165 △678,075

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,922,462 1,775,434

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △796,435 △1,155,124

有形固定資産の売却による収入 20,807 76,985

投資有価証券の取得による支出 △20,634 △8,900

関係会社出資金の払込による支出 △147,930 －

その他 24,423 △27,054

投資活動によるキャッシュ・フロー △919,768 △1,114,093

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △332,195 △433,826

長期借入金の返済による支出 △32,800 △25,200

自己株式の取得による支出 △4,850 △1,026

自己株式の売却による収入 1,428 1,956

リース債務の返済による支出 △11,208 △20,252

配当金の支払額 △233,473 △233,423

その他 △10,714 △9,163

財務活動によるキャッシュ・フロー △623,813 △720,935

現金及び現金同等物に係る換算差額 △53,155 △17,791

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,325,725 △77,385

現金及び現金同等物の期首残高 3,435,968 5,313,672

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,761,694

※
 5,236,286
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【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年11月１日 
　至　平成22年７月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「受取補償金」（当第３四半期連
結累計期間2,257千円）は、営業外収益の総額の100分の20以下であり、かつ重要性が低下したため、
営業外収益の「その他」に含めて表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年５月１日 
　至　平成22年７月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結会計期間において区分掲記しておりました「受取補償金」（当第３四半期連
結会計期間198千円）は、営業外収益の総額の100分の20以下であり、かつ重要性が低下したため、営
業外収益の「その他」に含めて表示しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日)

前連結会計年度末
(平成21年10月31日)

※1 有形固定資産の減価償却累計額

21,500,954千円

※1 有形固定資産の減価償却累計額

21,016,009千円

　2 偶発債務

非連結子会社の銀行借入に対する債務保証

上海秀愛国際貿易有限公司

（CNY　3,000千）　38,340千円

 

―
 
 
 

　2 偶発債務

非連結子会社の銀行借入に対する債務保証

上海秀愛国際貿易有限公司

（CNY　3,000千）　40,140千円

係争事件に係る賠償義務

イトウ製菓株式会社は、平成19年10月９日付で、当社

および当社の連結子会社である株式会社京まろんの

２社を被告とする損害賠償請求を提訴しておりまし

た。これについて、平成21年11月12日東京地方裁判所

において判決があり、原告の請求が棄却されました。

これに対し、イトウ製菓株式会社より同判決を不服

として控訴（請求金額３億6,875万円）がなされて

おります。当社としては、今後も引き続き正当性を主

張していく方針であります。

※3 四半期連結会計期間末日満期手形の処理

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理は、手

形交換日をもって決済処理しております。なお、当第

３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であっ

たため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が当

第３四半期連結会計期間末残高に含まれておりま

す。

受取手形　　　　288,724千円

※3 期末日満期手形の処理

期末日満期手形の会計処理は、手形交換日をもって

決済処理しております。なお、当連結会計年度末日が

金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形

が当連結会計年度末残高に含まれております。

受取手形　　　　272,944千円

支払手形　　　　　6,452千円
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(四半期連結損益計算書関係)
　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日 
  至　平成21年７月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自　平成21年11月１日 
  至　平成22年７月31日)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給与手当　　　　　1,682,588千円

荷造運送費　　　　　　　1,507,856千円

退職給付費用　　　 　　　　83,381千円

賞与引当金繰入額  　　　　148,322千円

役員賞与引当金繰入額　　　 22,200千円

役員退職慰労引当金繰入額　 26,497千円

倉敷料　　　　　　　　　　517,531千円

貸倒引当金繰入額　　　　　 32,196千円

―

※1 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給与手当　　　　　1,690,615千円

荷造運送費　　　　　　　1,533,150千円

退職給付費用　　　 　　　　97,154千円

賞与引当金繰入額  　　　　168,322千円

役員賞与引当金繰入額　　　 39,175千円

役員退職慰労引当金繰入額　 27,959千円

倉敷料　　　　　　　　　　493,980千円

貸倒引当金繰入額　　　　　     47千円

※2 補助金収入

食品産業グリーンプロジェクト技術実証モデル事業

に係る補助金であります。

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年５月１日
至  平成21年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年７月31日)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給与手当　　　　　　476,785千円

荷造運送費　　　　　　　　469,284千円

退職給付費用　　　 　　　　23,962千円

賞与引当金繰入額  　　　　143,872千円

役員賞与引当金繰入額　　　  6,900千円

役員退職慰労引当金繰入額　  8,532千円

倉敷料　　　　　　　　　　169,022千円

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給与手当　　　　　　464,103千円

荷造運送費　　　　　　　　480,493千円

退職給付費用　　　 　　　　27,979千円

賞与引当金繰入額  　　　　163,674千円

役員賞与引当金繰入額　　　 12,025千円

役員退職慰労引当金繰入額　  8,920千円

倉敷料　　　　　　　　　　160,660千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日 
  至　平成21年７月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自　平成21年11月１日 
　至　平成22年７月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 5,761,694千円

現金及び現金同等物 5,761,694千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 5,236,286千円

現金及び現金同等物 5,236,286千円
 

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年７月31日）及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年11月１

日　至　平成22年７月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 21,159,914

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,707,082

　

３　配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年１月28日
定時株主総会

普通株式 116,705 ６ 平成21年10月31日 平成22年１月29日 利益剰余金

平成22年６月14日 
取締役会

普通株式 116,717 ６ 平成22年４月30日 平成22年７月９日 利益剰余金
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年５月１日　至　平成21年７月31日)及び当第３四半期連結会計期

間(自　平成22年５月１日　至　平成22年７月31日)

連結財務諸表提出会社および連結子会社は、食材専門の製造・販売を主たる事業として行っておりま

す。全セグメントの売上高の合計、営業利益の金額の合計額に占める当該事業の割合がいずれも90％を超

えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。
　

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年11月１日　至　平成21年７月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成21年11月１日　至　平成22年７月31日)

連結財務諸表提出会社および連結子会社は、食材専門の製造・販売を主たる事業として行っておりま

す。全セグメントの売上高の合計、営業利益の金額の合計額に占める当該事業の割合がいずれも90％を超

えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年５月１日  至  平成21年７月31日)

　 日本 (千円) 北米 (千円)
その他の地域
(千円)

計 (千円)
消去又は全社
(千円)

連結 (千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に　　　　　対す

る売上高
16,149,239246,04996,56616,491,855 ― 16,491,855

(2)セグメント間の内部　

売上高又は振替高
185,1311,789,939544,8702,519,941(2,519,941) ―

計 16,334,3712,035,989641,43619,011,797(2,519,941)16,491,855

営業利益又は         
営業損失(△)

650,327△17,861△12,275 620,190(194,679)425,511

（注）1　国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。

　　　2　日本以外の区分に属する主な国又は地域　北米・・・米国　その他の地域・・・中国

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年５月１日  至  平成22年７月31日)

　 日本（千円） 北米（千円）
その他の地域
（千円）

計（千円）
消去又は全社 
（千円）

連結（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に　　　　　対す

る売上高
16,286,463198,963101,56616,586,993 ― 16,586,993

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
24,1782,083,982465,7622,573,923(2,573,923) ―

計 16,310,6422,282,945567,32919,160,917(2,573,923)16,586,993

営業利益 514,338 42,813 8,216 565,367(195,063)370,304

（注）1　国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。

　　　2　日本以外の区分に属する主な国又は地域　北米・・・米国　その他の地域・・・中国
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前第３四半期連結累計期間(自　平成20年11月１日　至　平成21年７月31日)

　 日本（千円） 北米（千円）
その他の地域
（千円）

計（千円）
消去又は全社 
（千円）

連結（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に     　　　　

　　　　　対する売上高
52,014,641960,592183,21253,158,445 ― 53,158,445

(2)セグメント間の内部 

　　　　　売上高又は振替

高

599,7304,699,5601,914,0447,213,336(7,213,336) ―

計 52,614,3725,660,1522,097,25660,371,782(7,213,336)53,158,445

営業利益又は　　　　　　　　　
営業損失(△)

1,986,927△50,196△61,2851,875,445(540,026)1,335,419

（注）1　国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。

　　　2　日本以外の区分に属する主な国又は地域　北米・・・米国　その他の地域・・・中国

　　　3　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（１）重要な資産の評価基準及び評価方法

の変更に記載の通り、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適

用されたことに伴い、通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として先入先出法による原

価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より、主として先入先出法による原価法（貸借対照表価

額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。これにより、「日本」にお

いては当第３四半期連結累計期間の営業利益が2,571千円減少しております。なお、「北米」および「その他

の地域」においては影響はありません。

　　　4　「追加情報」に記載の通り、平成20年度の法人税法の改正に伴い、当社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会

計期間より、機械装置の耐用年数を変更しております。これにより、「日本」においては当第３四半期連結累

計期間の営業利益が42,994千円増加しております。なお、「北米」および「その他の地域」においては影響は

ありません。
　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年11月１日　至　平成22年７月31日)

　 日本（千円） 北米（千円）
その他の地域
（千円）

計（千円）
消去又は全社 
（千円）

連結（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に　　　　　対す

る売上高
52,191,7561,116,511218,63453,526,903 ― 53,526,903

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
299,2875,849,2071,815,9807,964,475(7,964,475) ―

計 52,491,0446,965,7192,034,61561,491,378(7,964,475)53,526,903

営業利益 2,652,421144,289 60,9682,857,679(635,319)2,222,359

（注）1　国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。

　　　2　日本以外の区分に属する主な国又は地域　北米・・・米国　その他の地域・・・中国

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間(自　平成21年５月１日　至　平成21年７月31日)及び当第３四半期連結会計期

間(自　平成22年５月１日　至　平成22年７月31日)

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
　

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年11月１日　至　平成21年７月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成21年11月１日　至　平成22年７月31日)

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日)

前連結会計年度末
(平成21年10月31日)

 １株当たり純資産額 1,102.16 円
　

 １株当たり純資産額 1,044.89 円
　

２  １株当たり四半期純利益

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日 
  至　平成21年７月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自　平成21年11月１日 
　至　平成22年７月31日)

１株当たり四半期純利益 28.74 円
　

１株当たり四半期純利益 71.62 円
　

(注)1　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 　 2　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日 
  至　平成21年７月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自　平成21年11月１日 
　至　平成22年７月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 559,225 1,393,231

普通株式に係る四半期純利益(千円) 559,225 1,393,231

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 19,455 19,452

　

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年５月１日
至  平成21年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年７月31日)

１株当たり四半期純利益 10.51 円
　

１株当たり四半期純利益 11.22 円
　

(注)1　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 　 2　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年５月１日
至  平成21年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年７月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 204,449 218,175

普通株式に係る四半期純利益(千円) 204,449 218,175

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 19,452 19,452

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

①第63期(平成21年11月１日より平成22年10月31日まで)の中間配当については、平成22年６月14日開催の

取締役会において、次のとおり決議いたしました。

（1）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　116,717千円

（2）１株当たりの中間配当金　　　　　　　　　　　　　　　 ６円

（3）支払請求の効力発生日及び支払開始日  　　 平成22年７月９日

（注）平成22年４月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年９月10日

正栄食品工業株式会社

取締役会  御中

　

　有限責任監査法人トーマツ　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    勝　又　三　郎　   ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    陸　田　雅　彦  　 ㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている正栄

食品工業株式会社の平成20年11月１日から平成21年10月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年５月１日から平成21年７月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年11月１日から平成21

年７月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、正栄食品工業株式会社及び連結子会社の平成

21年７月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。
　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年９月10日

正栄食品工業株式会社

取締役会  御中

　

　有限責任監査法人トーマツ　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    平　野　　　満　   ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    陸　田　雅　彦  　 ㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている正栄

食品工業株式会社の平成21年11月１日から平成22年10月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年５月１日から平成22年７月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年11月１日から平成22

年７月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、正栄食品工業株式会社及び連結子会社の平成

22年７月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。
　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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